
CONTENTS

ウェルタイムズ 特定医療法人社団 勝木会
2019年2月発行

Well Times
February 2019

●やわたメディカルセンター●芦城クリニック●訪問看護ステーションリハケア芦城

発行元・問い合わせ　　特定医療法人社団  勝木会  広報担当　〒923-8551 石川県小松市八幡イ12番地7  TEL0761-47-1212

■ 理事長挨拶
■ 連携連絡会／MRI更新／出前講座／在宅世代間交流
■ 職員頑張り／イベント

　毎年恒例となっている日本漢字能力検定協会が

主催する今年の漢字。2018年は2004年と同じ

「災」でした。振り返ると、2004年もたくさんの

災害があった年でした。2018年は、皆さんも体験

された北陸豪雪にはじまり、日本各地で地震や

記録的な猛暑、台風などの自然災害が発生し、今も

その影響が続いている地域もあります。

　今年は、災い転じて福となすように、私たちは、

医療・介護・健康増進の分野で、皆様が心身ともに

健やかで自分らしく生活できるよう、「予防する」

「治療する」「地域を支える」健康サービスの提供

に邁進いたします。

特定医療法人社団勝木会　理事長　勝木保夫



MRI装置を更新しました。

地域連携で地域を支える!

　1月より新装置（SIEMENS社 Avanto Fit 1.5T）が
稼動いたしました。
　新装置は従来の装置と比べ、受信コイル（撮像するた
めの機械）の感度が高いことにより、描出能が向上する
等の特徴を有しています。その他にも様々なソフトウェ
アを使用する事で、今まで以上に診断能の高い画像の提
供が可能となりました。
　MRI検査では、厳密な安全性の管理が求められます。
体内に何らかの金属を埋め込む手術をされた方や刺青
をされている方は注意が必要となる場合があります。必
ず主治医にお申し出下さい。また、検査室への金属の持
ち込みに関しても制限される事を御了承下さい。
　MRI検査を受ける際には、検査予約時や検査当日入室

前に必ず問診を行いますので、ご不明な点などございまし
たら、ご遠慮なく主治医や検査担当技師にお尋ね下さい。

なるほど、ナットク健康講座開催!
　当院では、地域貢献活動の一環として、医師やスタッフが出向いて、健康維持に役立つ知識や方法を紹介する「出前
講座」を行っています。2018年は、これまでに以下の講座を開催させていただきました。

　11月9日、18回目を数える地域医療連携連絡会・情報
交換会を開催しました。
　超高齢社会となり、国は住み慣れた地域で生活できる
ための医療、地域で支える地域完結型の仕組みを構築
しようと政策を打ち出しています。
　当院は、地域の医療機関の先生方と密な連携を行い、
地域を支え、質の高い医療が提供できるように年に一度、
連絡会を開催し、連携強化のための意見交換会を行っ

ています。
　今回は、当院の診療トピックスを循環器内科　居軒功
診療部長、琴野巧裕医長、整形外科　近江礼科長、糖尿
病・内分泌内科　谷口雅行科長のリレートークでお話さ
せていただきました。
　会には、医療機関、介護施設のほか、消防や連携機関
の方々など、県内52施設から133名の参加をいただき、
ご意見やご要望をいただきました。

園児と利用者の世代
間交流

　やわた健康スタジオに、わかばにしかるみこども園の園児12名が来所し、

世代間交流が行われました。園児の迫力ある打楽器の演奏とダンスに、利用者の

皆さんから「楽しい時間をありがとう」「たくさんの元気をもらいました」との声をいただきました。

　利用者の方が、懐かしい歌を一緒に口ずさんだり、リズムをとっている姿が印象的でした。
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JAきらら20周年記念講演

瀬領町いきいきまちづくり企画

白江町第一地区福祉講座

打越町いきいきサロン

若杉町第一地区福祉講座
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「手術は命を救う、リハビリは人生を救う」

「意外と知らない健診結果の見かた」

「不整脈と言われたら」

「塩分の話」

「不整脈と言われたら」

「ピロリ菌は調べましたか?」

「たかが風邪、されど風邪」

「ADL評価法について」

「ロコモと股関節の痛み」

勝木達夫院長

検査課　坂下真紀子課長

循環器内科　居軒功診療部長

栄養課　松下美穂管理栄養士

循環器内科　居軒功診療部長

外科　川西勝科長

呼吸器内科　片山伸幸科長

リハビリテーション科　池永康規科長

整形外科　黒田一成医長

◎出前講座についてのお問い合わせは、地域連携部まで　電話 0761-47-1212（代表）



　11月17日、45回目となるハートフルコンサートが行われました。今回は、クラシックを
中心にした優雅な演奏でした。当日は介助犬も演奏を聴きに来てくれました。

※Wellness: ウェルネスとは身も心も、家庭や地域、環境もイキイキ、
はつらつとしていること。また、そうあるよう日々こころがけ、行動す
ること。意気軒昂、前向きに、主体的に生きる、がキーワード。

あなたの健康が私たちの願いです。
～ Your Wellness is our dearest wish ～

基本理念

人を信じ、人を大切にします。基本姿勢

ハートフルコンサート開催

資格取得を通じ、専門性向上に努めています。

認知症ケアの
専門家!

●介助犬とは

手や足に障がいのある方の手助け
をするために特別な訓練を受けた
犬です。盲導犬が眼の不自由な方
の眼になって障害物の存在を知ら
せるように、介助犬も日常生活に
おける動作の補助を行います。

芦城クリニック　上田幸生院長が日本糖尿病協会療養指導医を取得

放射線課　本村麻貴さんが検診マンモグラフィ撮影認定診療放射線技師に合格

検査課　北森友里恵さんが睡眠健康指導士に認定
検査課　堀美希さんが日本睡眠学会認定検査技師に合格

臨床工学課　國嶋宏幸さん、坂下広樹さんが医療機器情報コミュニケーターに合格
栄養課　木谷唯さんが病院調理師を取得
検査課　坂下真紀子課長、喜田恵主任、吉田桃子さん、上村真由美さんが石川県糖尿病療養指導士に認定

検査課　中川貴子さんが認定心電検査技師に合格

芦城クリニック　堀田洋平さんが認定理学療法士を取得
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　看護部  黒田洋子さ
んは、認知症に関する
認定を取得し、病棟で
活躍しています。

２０１５年に認知症ケア専門士、２０１７年にパーソン・センター

ド・ケアと認知症ケアマッピングの資格を取得しました。認知

症の患者さんと関わるうち、興味がわき取得しました。患者さん

への関わり方で興奮もするし、穏やかに話しもするし、感情は

しっかり残っていると感じます。超高齢社会の中、ますます患者

さんが増加するので、スタッフに認知症についての学習会等を

行いより良い対応を行えるように関わっていきたいと思います。


